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1．はじめに  

谷津干潟は，千葉県習志野市に位置する(図-1)面積

約 40.1ha，平均水深約 0.8m の潟湖干潟であり，渡り鳥

にとって重要な湿地として 1993 年にラムサール条約に

登録された．しかし，現在では大型緑藻類のアオサが繁

茂するグリーンタイドが発生しており，干潟の嫌気化．

それに伴ってベントス類が死滅し，捕食する水鳥の減

少などが発生している 1)2)3)． 

本研究では，現地調査によりグリーンタイド内外の

生物相を比較し，アオサ繁茂と干潟の底生生物相の関

係を見出すことを目的とした． 

2．測定地点・項目・方法 

測定は，繁茂状況に応じて，図-2に示す地点Ａ(多い)，

地点Ｂ(中間)，地点Ｃ(ない)に対して，2 回ずつ行った．

調査項目は，アオサの現存量，生物の現存量とした．  

(1)アオサ現存量の調査方法 

現存量計測は，25cm 四方のコドラートを用いてアオ

サを採取し，付着物を取り除き水で洗った後，水気を拭

き取り重量の計測をした． 

(2)生物現存量の調査方法 

コドラート内の厚さ 10cm の底泥を採取し，2mm メ

ッシュのフルイをかけ，生物の採取をした．その後に環

形，節足動物および貝類の 9 種の生物について，集計を

行った．貝類は生きている生物と，死んでいる生物に分

けて集計をした．以下では死んでいる生物を「貝殻」

とする． 

3．アオサ現存量結果 

 各地点のアオサの現存量調査の結果を図-3 に示す．

2018年 8月以降消滅したアオサは 2019 年 4月以降に発

生した後に増加，同年 7 月にはアオサの多い地点Ａに

おいて 1897g まで達したものの，8 月に全地点でほぼ消

滅している．また，2018 年には地点別のアオサの最大

現存量が 200g であったのに対し，2019 年においては

        

        

図-1  谷津干潟の位置  

   
図-2 調査地点例 

     
図-3 アオサの現存量(地点別)の月変化 
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1897g と約 9 倍もの質量となっている． 

4.生物とアオサの現存量の関係 

(1)生物の生死とアオサの月変化  

 貝殻とアオサの月変化を図-4，5に示す．2019 年 1 月

以降に，貝殻は全体として増加している．ウミニナは

2019 年 4 月から 6 月においてはアオサと同様の変化を

しているものの，その後はアオサの増減に応じた変化

は見受けられない．二枚貝とキサゴはアオサの消滅後

である 2019 年 8 月以降に，増加傾向にある．しかし，

二枚貝はアオサの増減の変動と比較して小さい変化で

あり，アオサの消滅が直接の原因と考えられない．アラ

ムシロは出現数が少ないため，変化を見ることは難し

い． 

 生きている生物量とアオサの月変化を図-6 に示す．

生きている生物は貝殻と比べて数が少ないため，変化

を見ることは難しいものの，ウミニナは 2019 年 9 月以

降増加している．その理由として，観測地点にて仔貝の

発生が見受けられたことがあげられるが，これはアオ

サの増減との関係は薄いと考えられる． 

 以上より，生物は 2500g 以下のアオサ現存量ではほ

とんど影響がないと考えられる． 

(2) 食性による生物とアオサの月変化 

 二枚貝，キサゴはともに濾過食性である．濾過食性の

生物が増えた理由として，分解されたアオサがそれら

生物のエサとなっており，アオサの消滅することによ

って，エサがなくなり貝殻が増えたことが考えられる． 

(3) 生物に対するアオサ繁茂の影響の特徴 

 (1)(2)の結果より，生物は 2500g 以下のアオサの現

存量では直接的な影響がないと考えられる．しかし，8

月以降のアオサの消滅は，エサの減少という形で濾過

食性である，二枚貝及びキサゴに悪影響を与えたと考

えられる． 

5．まとめ 

 谷津干潟においてアオサは 2500g 以下では生物にほ

とんど悪影響を与えることがなく，一部の生物のエサ

となるといった良い影響を与えると考えられる． 

  

 

図-4 貝殻とアオサの月変化 1 

 
図-5 貝殻とアオサの月変化 2 

 
    図-6 生きている生物とアオサの月変化 
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